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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、ソーシャルワークにおけるストレングス視点に基づき、知的障害のある人との

協働アセスメント方法の構築を目指して、理論に基づく実践方法の具体化に向けて検討を行っ

てきた。まず理論的な側面については、利用者のストレングスに基づくエンパワメント実現に

向けて、エコシステム視座と社会構成主義の包括・統合的な考え方が主な基盤になることを理

解した。そしてその理論的側面からのストレングスに基づく協働アセスメント方法と、アセス

メント局面で活用可能な支援ツールの開発と活用方法について体系化を図った。 
 

研究成果の概要（英文）： 
This study aims at establishing the theory-based practice method of the 

collaborative assessment in strengths-based social work practice with people who have 
intellectual disabilities. About the result at first, in order to facilitate the 
empowerment in strengths approach with clients, the theoretical framework of the 
practice is mainly consisted of holistic integrated characteristics in ecosystems and 
constructionist perspectives. In addition, by utilizing this framework and the 
computer-assisted tool developed, this study could promote to establish 
strengths-based collaborative assessment methods. 
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１． 研究開始当初の背景 
本研究は、「ストレングス視点に基づく知

的障害のある人との協働アセスメント方法
の構築」をテーマに進める。知的障害のある
人をめぐる近年の動向としては、地域自立生

活とそのための支援が重視されていること
が挙げられる。その動向下でのソーシャルワ
ークには、利用者本人が主体性を最大限に発
揮できるような生活支援の方法が求められ
る。そしてその方法として、ストレングス視
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点に基づくソーシャルワークが昨今注目さ
れている。 
利用者への支援にストレングス視点が求

められる背景には、かつてこの領域での実践
が専門家主導の処遇や援助であった経緯が
ある。専門家が「障害」を定義し、その障害
を改善できるように治療や訓練の方針を立
て、施設収容という方法で専門家が適切と考
える生活スタイルを提供してきた。この実践
により、当事者自身の生活への考え方や自己
決定によって生活スタイルを築いていくと
いう権利が損なわれてきたのである。そのた
めストレングス視点に基づき、当事者の権利
擁護とエンパワメントを図る支援方法、特に
アセスメント局面での展開方法を確立する
ことは喫緊の課題といえよう。 
 
２．研究の目的 
本研究では、ソーシャルワークにおいて近

年重視されているストレングス視点に着目
し、知的障害のある人との実践に適用して研
究を進める。その視点に基づき特にアセスメ
ント局面で、知的障害のある人とワーカーと
の協働による実践展開を可能とする方法論
を構築することが本研究の目的である。加え
てこの協働アセスメント実践への具体化を、
コンピュータ支援ツール（以下、支援ツール）
の開発・活用によって図り、実践で活用可能
な方法について検討していく。そこで本研究
では、当事者が協働してアセスメント局面を
展開することを協働アセスメントと称し、そ
の方法構築に焦点化して検討していく。具体
的には理論をふまえ、実践に応用可能な方法
論の確立を目標に、次の点について段階的に
検討し、明らかにする。 

（１）理論 
ストレングス視点に基づくアセスメント

展開に向けての理論的視座（エコシステム視
座、社会構成主義、エンパワメント、ストレ
ングスなど）の整理と確立 
（２）過程 
当事者とソーシャルワーカーとの協働関

係による過程展開の追究（ストレングス視点
に基づく協働アセスメント局面の展開過程
の深化 
（３）技法 
過程を展開する技法の明示（解決志向アプ

ローチやナラティヴアプローチなどを取り
入れた対話技法などの理解） 
（４）ツール 
対話を促進する支援ツールの開発（開発段

階からの当事者参加を図るとともに、よりア
セスメント場面での協働を図ることができ
る支援システム開発） 
（５）検証 
実践場面で支援ツールを活用した協働ア

セスメント方法の検証とその蓄積 

以上を通じて、支援過程におけるソーシャ
ルワーカー主導の展開を可能な限り、当事者
主導の展開へと移行しながら、実践に活用可
能な方法論として昇華していく。 
 
３．研究の方法 
本研究は、支援ツールを活用した協働アセ

スメントによって、利用者が自身の生活理解
や潜在化しているストレングスへの気づき
を促進することを目指して、 
（１）理論研究 
（２）実践へ応用可能な支援ツール開発と検               

証 
の２側面から行った。具体的には、以下のよ
うな内容により実施した。 
（１）理論研究 

協働アセスメント方法構築に向けての理
論的整理と支援ツールの開発を視野に入れ、  

①ソーシャルワーク理論（エコシステム視
座、社会構成主義、エンパワメント、ス
トレングス視点、アセスメントなど） 

②アセスメント過程や技法（協働アセスメ
ント展開過程、対話技法、解決志向面接
技法、ナラティヴアプローチなど）や障
害者福祉実践における技法（TEACCH な
ど） 

③障害者福祉（当事者の生活世界、障害学
など）や支援ツールに関連する情報科学
（特にコミュニケーション促進のプロ
グラムなど） 

についての文献研究による協働アセスメン
ト方法の理論的背景の整理を行った。 
（２）支援ツール開発と検証 

支援ツール開発と検証に関しては、 
①情報科学（数量化やシミュレーション方
法、視覚化に関する知識の獲得）や調査
方法（質的・量的調査法など）に関する
レビュー 

②当事者の生活状況をデータ化するため
の質問項目精緻化に向けた先行研究レ
ビュー（知的障害のある人の生活世界を
理解するための指標や枠組み、内容項目
など） 

③当事者や知的障害者関連施設職員など
へのインタビュー調査の調査デザイン
作成と実施 

④アセスメント促進に向けた効果的なプ
ログラム開発の検討 

⑤支援ツールの活用に関する検証（改良を
重ねた支援ツールの試用） 

などを進めた。 
なお本研究は、高知女子大学社会福祉研究

個人情報保護・倫理審査委員会の承認を得て
実施した（承認番号第 184号 2010 年７月
26 日）。 
 
 



４．研究成果 
ソーシャルワークにおけるストレングス

視点に基づく実践は、エンパワメント実践過
程の中核として考えられる。そのためまずエ
ンパワメント実践過程に関する研究をとお
して理論的整理に努めた。 
具体的にはまず、エンパワメント実践の主

要な理論的課題の一つである理論的枠組み、
すなわち perspectiveの整理である。そこで、
エンパワメント実践の特徴を整理し、その
perspective に関して検討を行った。その結
果、エコシステムと社会構成主義が基盤とな
る perspective であることを導いた。そして
ソーシャルワークにおける両者の特徴を挙
げながら、それらの perspective としての特
性を、太田（1992）のエコシステム視座の特
性を明らかにするためのシステム思考と生
態学的視座の特性比較をもとに、（１）基礎
的特性、（２）方法的特性、（３）包括・統合
的特性から分析・考察した。その結果が以下
の表１～３であり、両 perspectiveの特性を
包括・統合化することによって、エンパワメ
ント実践を形成する枠組みを提案できるこ
とを明らかにした。 

 
次にソーシャルワークやエンパワメント

実践に関連する文献を中心に、まずケースワ
ークの歴史的動向からソーシャルワークの
独自性である人間と環境の理論的視野が確
立してきた経緯の概要をおさえ、今日のエコ
システム視座を基盤としたソーシャルワー
クの特性と実践原理を整理した。この特性を
表わす中心的な概念であり、基本となる実践
原理として太田（2008）は３つの概念を挙げ、
ソーシャルワークの特性を「生活支援過程」
としてまとめることができると指摘してい
る。この３つの概念は、まず「生活」につい
て人間理解への価値意識と姿勢から、その生
活を人間と環境さらに時間と空間から独特
な経験や事実で構成されるその人固有の世
界（cosmos）として理解する意図をもつこと
が指摘されている。そして「支援」について
は、利用者自身とその特殊な生活状況理解に
立脚した方法を重視した概念であるとし、利
用者の生活コスモスで自らのもつ問題解決
能力を育み自己実現へと進展する過程に、支
援者として参加・協働する姿勢と態度、方法
と技術を示すことが述べられている。最後に
「過程」については、生活を焦点にした参加
と協働からなる利用者と支援者との支援関
係が、科学的・専門的な方法にて計画的に推
進されていくこととして理解し、その過程を
重視することが強調されている。  
ソーシャルワークにおけるエンパワメン

トの実践過程を深化していくためには、この
特徴をふまえてさらにエンパワメント実践
がどのように展開されているのかを把握し
ていく必要がある。そこでエンパワメントの
原理や原則が記述されている先行研究を参
照しながら、さらなる具体化を進めた。原理
や原則から検討していく理由は、例えば Lee
（2001：59）が原理について、アプローチの
構造を決定し、ソーシャルワーカーに開かれ
た行動の選択範囲を定める制約を含んでい
ることを指摘している。特にエンパワメント

エコシステム視座 社会構成主義的見解

ワーカーの専門知 利用者の知

人：環境図式 物語図式

観察 解釈

客体 主体

状況認識 認識転換

構造・機能 意味

変容過程 生成過程

生活構成の関係性の把握 関係性による生活の構成

目的志向性 価値志向性

均衡維持 脱構築

表３ 包括・統合的特性 

エコシステム
（システム思考） （生態学的視座）

社会構成主義

（社会構成主義的見解）

組織工学 生物学 社会心理学

論理性 実証性 実践性

人為性 自然性 物語性

超自然事象 自然事象 言説事象

組織体 生活体 構成体

没価値志向 価値志向 多価値志向

関係概念 状況概念 転換概念

ハード ソフト ソフト

不可視性 可視性 非可視性

思考性 感覚性 認識性

表１ 基礎的特性 

エコシステム

（システム思考） （生態学的視座）

社会構成主義
（社会構成主義的見解）

統合性 統一性 統御性

分析性 全体性 構築性

説明概念 実体概念 了解概念

構成 素性 差異

構造機能 変容過程 意味生成

形式 内容 解釈

多様性 単一性 多義性

静態 動態 実態

ミクロ マクロ ミクロ

抽象性 具象性 具現性

表２ 方法的特性 



に関する原理については、抑圧の状況につい
て考え、関係を形成し、批判的思考や習慣、
意識的高揚のようなエンパワメントへの支
援過程を扱う際に私たちを導いてくれるこ
とを同時に述べているからである。 
このような原理や原則は、多くの研究者に

よって指摘されているが、そのなかで主要な
ものを抽出した。そして原理・原則とそれが
示されている先行研究の文脈をもとにカテ
ゴリー化を行った。具体的には、各原理・原
則を特徴ある要素ごとにコード化し、その内
容を類似性に添って抽象度を高め、カテゴリ
ー化した。その際には、ソーシャルワークの
実践原理である生活・支援・過程を意識し、
基本特性を抽出できるように分析を行った。
その理由は、エンパワメント実践がソーシャ
ルワークの１アプローチであり、その側面か
ら諸特性を理解することで、ソーシャルワー
クにおける位置づけと独自性が明らかとな
ると考えたからである。分析の結果、８つの
カテゴリーが抽出できた。 
生活： 

（１）個人から社会までのニーズを見通し、
生活全体に関わる 

（２）利用者の内省を通した現実理解を尊重
し、決定を促す 

 支援： 
（１）利用者に対して尊重・貢献する姿勢で

取り組む 
（２）利用者主導でワーカーの支援を統制す

る 
（３）パートナーシップ関係によりパワーを

共有し、協働する 
 過程： 
（１）利用者の成長・変容に向けて支援過程

をとおして協働する 
（２）利用者がストレングスに着目し自身と

環境を変えていくために行動する 
（３）利用者個々の問題から社会改革までを

視野に入れて実践する 
このようにみていくと、エンパワメント実

践過程において、利用者のストレングスを見
出し、エンパワメントを促進するためには特
に、 
（１）利用者自身の生活理解 
（２）利用者自身のストレングスの認識 
（３）利用者とワーカーの協働 
（４）パワーに基づく行動化 
が重視されるといえよう。ストレングス視点
は、通常、異常に関わらず状況と変化への
可能性に対処する能力を高めることに焦点
化すると指摘されている（Timberlakeら
2008）。すなわち個人、家族、コミュニティ
が直面するあらゆることは、状況や抑圧、
トラウマによって打ち砕かれ、歪められた
としても、それらの能力、才能、コンピテ
ンス、可能性、洞察力、価値観、希望に照

らして理解していくことができることを示
している（Saleebey1996）。このような先行
研究とエコシステム視座と社会構成主義的
見解の包括・統合的特性をふまえ、利用者
のストレングスを利用者自身の自省による
肯定的な意味づけとして理解した。そして、
その生成過程がエンパワメント促進の基盤
となるため、ストレングスをアセスメント
局面で認識していく技法について分析し、
解決志向アプローチやナラティヴアプロー
チなどを含めた実践技法の検討を行った。
このような考え方と技法に基づく局面を協
働アセスメント方法による展開過程と位置
づけた。加えてアセスメント局面で有効性
が期待されているエコシステム構想に基づ
く支援ツールに着目し、その改良・開発を
活用方法も含めて行った。 

そのプロセスでは、支援ツールに導入する
生活構造とその機能をアセスメントする質
問項目に関して、就労継続支援事業所に勤務
する利用者のストレングスを見出し、エンパ
ワメントを促進するヴァージョンの作成を
検討した。まず ICFや QOLなどの指標や、ス
トレングスアセスメント、知的障害のある人
のためのアセスメントにおける項目、社会生
活力やソーシャルスキルズトレーニングな
どの先行研究より、利用者の生活・支援構造
を把握するためのアセスメント指標を整理
した。そのうえで知的障害のある人の語りか
ら生活状況を理解するためにインタビュー
調査を実施し、利用者の生活の実感や実態か
らなる意味を把握した。これらの統合的分析
に基づき、知的障害のある人の生活世界や生
活を支援するためのアセスメント指標、スト
レングスを整理し、生活の諸要素とその関係
性が安定的に維持されるパターンを示すよ
うに配置、生活を人間と環境の各側面から分
類・整理することを通じて、部分から全体ま
でをシステム的に構成した。 
そのシステム構成の結果は、まず包括・統

合的な実体としての（１）生活から、（２）
領域として自分と環境とに２分割し、その両
側面から利用者のストレングスを認識でき
るように構成した。そしてそれを（３）分野
として特性・基盤・周辺・支援とに４分割し
た。またそれらを（４）属性として個性・能
力・スキル・活動・身の回り・身近な人・支
援者・サービスに８分割し、さらに（５）内
容として 32 分割することで、ストレングス
視点からの協働アセスメントを実施するた
めの生活内容の指標として配列した。項目名
には、利用者との協働による活用を意識して、
インタビューによって語られた知的障害の
ある人に理解しやすい言葉で、できるだけ整
理を試みた。さらに 32 項目の内容特性を示
す指標の各下位にそれぞれ、その項目を明ら
かにする質問と回答選択肢を付加した。その



質問は、知的障害のある人のエンパワメント
の観点から意識・状況・資源・取組という要
素におきかえて質問と回答選択肢づくりを
行い、その回答から利用者のストレングスを
認識できるように作成した。そしてツール上
に利用者自身の認識している生活をレーダ
ーチャートや棒グラフなどで視覚的に外在
化し、利用者と職員による対話を可能にしな
がら、利用者の生活やストレングスへの自省
を促す。そのことをとおして、ストレングス
視点からの協働によるアセスメント局面を
展開する１つのツールとしての機能を内包
させた。 
またそのツールをコンピュータに導入す

る際に、タッチパネル形式で使用できるもの
にインストールし、その活用しやすさも検討
した。この支援ツール開発に関しては、関連
する研究会への継続的な参加と、就労継続支
援事業所や知的障害者関連施設職員などへ
の聞き取りを通じて、ツールを介した協働ア
セスメント方法と試用について検討した。そ
こで得られた意見をもとに、支援ツール手順
マニュアルの作成を行い、協働アセスメント
局面過程に応じた活用方法と技法、支援計画
作成への情報提供の例示などを示した。 
しかしながら課題としては、 

（１）ツールを利用した支援の説明方法 
（２）回答のしやすさへの工夫 
（３）統計的な観点からのさらなる精緻化 
（４）障害程度による活用方法の明示 
などが提起された。 
 以上を通じて、ストレングス視点に基づく
ソーシャルワーク方法論を理論から実践ま
でを見据えて構築していくことを可能にし
てきた。加えて先行研究をふまえ、知的障害
のある人の語りに基づき、その生活実態に迫
る支援ツールの改良・開発を行い、かつ開発
段階から当事者協働の機会をつくり出すこ
とで、協働によるソーシャルワーク方法論の
提案をしてきたことに本研究の意義がある
と考えられる。 
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